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【はじめに】子どものウェルビーイング・ダッシュボードの概要

◼ 本説明書は、子どものウェルビーイング調査の結果を簡単に可視化・分析することができる「子どものウェルビーイング・ダッシュ

ボード」の利用方法を示すものです

◼ ダッシュボードは以下の8つのメニューで構成されており、異なる切り口から調査の結果を可視化・分析できます

No 掲載ページ メニュー名 主な内容

1 p.7 総合実感平均 過去・現在・未来の総合実感（幸福度）の平均値を可視化

2 p.8 総合実感実数 過去・現在・未来の総合実感（幸福度）の回答分布を可視化

3 p.9 分野別等設問（4段階評価）カテゴリ内訳 心身の健康、経済的なゆとり等13カテゴリの4段階評価平均値
を属性別に可視化

4 p.10 分野別等設問（4段階評価）カテゴリ平均 心身の健康、経済的なゆとり等13カテゴリの4段階評価平均値
を可視化

5 p.11 分野別等設問（4段階評価）設問別平均 設問毎の4段階評価平均値を可視化

6 p.12 その他設問 ウェルビーイング施策の展開に関連した設問（その他設問）毎の
評価平均値を可視化

7 p.13 散布図 各指標間の関連性を散布図で可視化し、どの要素がウェルビー
イングに強く影響しているかを確認

8 p.14 設問一覧 ダッシュボードで扱う設問の一覧
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1. 基本の操作
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基本の操作（1）
子どものウェルビーイング・ダッシュボードの構成
８つのメニューで構成されています。ボタンをクリックすることで、各ページに遷移します。
各ページの説明はp6～をご参照ください。条件絞り込みボタン

「Aパネル表示」「Bパネル表示」ボタンを押す

と以下のようなパネルが表示され、任意で属
性による条件の絞り込みができます。

例えば、利用者が学年別に比較したい場合、
Aデータは「学年」で「小学校３年生」を選択し、
Bデータは「学年」で「中学校３年生」を選択す
ることで、両者を比較することができます。

■パネル表示内容

戻るボタン
パネル表示を閉じます。

消しゴムボタン
絞り込み内容をすべてリセット
します。

絞り込み機能
スライサーを押すと、
絞り込み項目が表示されます。
単数・複数選択が可能です。



基本の操作（２）

絞り込み内容表示
「Aデータ選択」「Bデータ選択」それぞれで
絞り込みをしている内容が表示されます。

ヒント表示

グラフにカーソルを合わせると、該当箇所
の数値がポップアップで表示されます。
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2. 各ページの説明
• 総合実感平均

• 総合実感実数

• 分野別等設問（4段階評価）カテゴリ内訳

• 分野別等設問（4段階評価）カテゴリ平均

• 分野別等設問（4段階評価）設問別平均

• その他設問別平均

• 散布図

• 設問一覧

• 補足１：相関係数について

• 補足2：散布図の見方

• 補足3：施策立案のための分析ステップ



総合実感平均
県民の生活全般に対する満足度や実感を示す、過去・現在・未来の総合実感の平均値を可視化しています。

属性別（学年・性別など）の総合実感の傾向を把握できます。

① 【共通】

「Aデータ」「Bデータ」で絞り

込まれた以下を表示します。

• 回答者数

• 学年分布（横棒グラフ）

• 性別分布（円グラフ）

② 学年・性別といった属性別

の総合実感の傾向を折れ線

グラフで比較表示します。

「Aデータ」の絞り込みが

反映されます。

③ 「Aデータ」「Bデータ」

それぞれの特定条件での

絞り込み結果を折れ線

グラフで比較表示します。

①

② ③

属性選択機能
属性を選択します。
選択した属性別のグラフが表示
されます。
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総合実感実数
県民の生活全般に対する満足度や実感を示す、過去・現在・未来の総合実感の選択肢別回答者数を可視化します。

どのスコア帯への回答が多いか、満足度のばらつきや偏りを把握できます。

① 【共通】

「Aデータ」「Bデータ」で絞り

込まれた以下を表示します。

• 回答者数

• 学年分布（横棒グラフ）

• 性別分布（円グラフ）

② 総合実感の0-10の選択肢別

回答者数について、

「Aデータ」での絞り込み結果

を縦棒グラフで表示すると

ともに、回答者数をテーブル

で表示します。

③ 総合実感の0-10の選択肢別

回答者数について、

「Bデータ」での絞り込み結果

を縦棒グラフで表示すると

ともに、回答者数をテーブル

で表示します。

①

② ③
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分野別等設問（4段階評価）カテゴリ内訳
子どものウェルビーイング調査の内、「総合指標設問」「分野別“なないろ”指標・つながり指標設問」の設問をカテゴリに分類し、

4段階評価の平均値を属性別に可視化します。属性毎のカテゴリ別傾向を比較し、世代間・性別間等の格差や特徴を把握できます。

※子どものウェルビーイング調査の詳細は参考ページをご確認ください

① 【共通】

「Aデータ」「Bデータ」で絞り

込まれた以下を表示します。

• 回答者数

• 学年分布（横棒グラフ）

• 性別分布（円グラフ）

② 学年・性別といった属性別

の4段階評価平均値につい

て縦棒グラフで比較表示し

ます。「Aデータ」の絞り込み

が反映されます。

①

②属性選択機能
属性を選択します。
選択した属性別のグラフが表示
されます。
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分野別等設問（4段階評価）カテゴリ平均
子どものウェルビーイング調査の内、「総合指標設問」「分野別“なないろ”指標・つながり指標設問」の設問をカテゴリに分類し、

4段階評価の平均値を可視化します。特定の条件を設定し平均値を比較することで、条件間の差異や特徴を把握できます。

※子どものウェルビーイング調査の詳細は参考ページをご確認ください

① 【共通】

「Aデータ」「Bデータ」で絞り込ま

れた以下を表示します。

• 回答者数

• 学年分布（横棒グラフ）

• 性別分布（円グラフ）

② 4段階評価平均値について、

「Aデータ」「Bデータ」それぞれの

特定条件での絞り込み結果を

レーダーチャートで比較表示

します。加えて、Aデータの

全回答平均値も表示されます。

③ 4段階評価平均値について、

「Aデータ」「Bデータ」それぞれの

特定条件での絞り込み結果を

テーブルで比較表示します。

①

②
③
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分野別等設問（4段階評価）設問別平均
子どものウェルビーイング調査の内、「総合指標設問」「分野別“なないろ”指標・つながり指標設問」の設問毎の4段階評価平均値を

可視化します。設問単位での平均値の比較により、カテゴリ内のどの要素が評価を左右しているかを把握できます。

※子どものウェルビーイング調査の詳細は参考ページをご確認ください

① 【共通】

「Aデータ」「Bデータ」で絞り込ま

れた以下を表示します。

• 回答者数

• 学年分布（横棒グラフ）

• 性別分布（円グラフ）

② 4段階評価平均値について、

「Aデータ」「Bデータ」それぞれの

特定条件での絞り込み結果を

レーダーチャートで比較表示

します。加えて、Aデータの

全回答平均値も表示されます。

③ 4段階評価平均値について、

 「Aデータ」「Bデータ」それぞれの

特定条件での絞り込み結果を

テーブルで比較表示します。

①

②

③
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その他設問別平均
子どものウェルビーイング調査の内、ウェルビーイング施策の展開に関連した設問（その他設問）毎の評価平均値を可視化します。

① 【共通】

「Aデータ」「Bデータ」で絞り込まれ

た以下を表示します。

• 回答者数

• 学年分布（横棒グラフ）

• 性別分布（円グラフ）

② おすすめ度合いに関するその他

設問毎の11段階評価平均値につい

て、「Aデータ」「Bデータ」それぞれ

の特定条件での絞り込み結果を

レーダーチャートで比較表示します。

③ 健康、芸術・文化活動、居場所の

有無等に関するその他設問毎の

4段階評価平均値について、

「Aデータ」「Bデータ」それぞれの

特定条件での絞り込み結果を

レーダーチャートで比較表示します。

①

②
③
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※子どものウェルビーイング調査の詳細は参考ページをご確認ください



散布図
「その他設問」と「総合指標設問」「分野別“なないろ”指標・つながり指標設問」の関連性を散布図で可視化し、

どの要素がウェルビーイングに強く影響しているかを把握できます。

※子どものウェルビーイング調査の詳細は参考ページをご確認ください

① 【共通】

「Aデータ」「Bデータ」で絞り込まれ

た以下を表示します。

• 回答者数

• 学年分布（横棒グラフ）

• 性別分布（円グラフ）

② 「相関を求める設問」（★）で選択し

た設問について、以下を表示します。

• 横軸：「総合指標設問」「分野別“な

ないろ”指標・つながり指標設問」

との相関係数

• 縦軸：「総合指標設問」「分野別“な

ないろ”指標・つながり指標設問」

の平均値

• 「Aデータ」での絞り込みにて、

特定条件での結果表示が可能で

す。

①

②

ズームスライダー

スライダーの両端をドラッグ
すると、散布図に表示され
るデータの範囲（縦軸、横
軸）を変更できます。

範囲を狭めると特定のエリ
アが拡大表示され、詳細な
分布を確認できます。

相関を求める設問選択（★）
スライサーを押すと、
相関を求める設問項目が
表示されます。

関心のある設問を一つ選ぶ
と、相関係数が散布図に
反映されます。
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設問一覧
ダッシュボードで扱う設問の一覧を確認できます。
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補足１：相関係数について

◼＜相関係数の説明＞

相関係数とは、２つのデータの間の関係性の強さを表す値で、－1から１の間の値で表現されます。０

から離れている方がより強い相関関係を意味します。

◼＜相関関係の目安＞

-0.7以下または0.7以上：相関が非常に強い

 -0.7～-0.4または0.4～0.7：相関が強い

-0.4超～0.4未満：相関が弱い

◼＜正の相関＞

   一方の値が大きくなるともう一方の値が大きくなる関係性

   例）降水確率が上がると傘の所持率が上がる など

◼＜負の相関＞

   一方の値が大きくなるともう一方の値が小さくなる関係性

    例）運動量が増えると肥満度が下がる など

15
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補足2：散布図の見方
散布図では、満足度と需要度（相関係数）から優先的に改善すべきことや維持すべきことの可視化が可能です。
以下で説明する領域のうち、右下の重点改善領域、かつ相関係数0.4以上である領域が、改善により満足度の向上が期待されることから
優先的に取り組むべき項目であると考えられます。

重点維持領域

（影響度 大）

重点改善領域

（影響度 大）

維持領域

（影響度 小）

改善領域

（影響度 小）

重要度

満
足
度

高

高低

◼ 4象限（縦横の平均値で区分）の説明

1. 重点維持領域（満足度高×重要度高）

満足度・重要度ともに高く、現状の「強

み」となっているゾーン。重点的に維持

すべき項目

2. 重点改善領域（満足度低×重要度高）

満足度への影響が強いものの評価が低

いゾーンで、重点的に改善すべき項目

3. 維持領域（満足度高×重要度低）

満足度への影響は小さいものの、評価

を得られているゾーン。現状維持に努

める項目

4. 改善領域（満足度低×重要度低）

満足度への影響は小さいが、評価を得

られていないゾーン。優先度は下がる

が改善に努める項目

参考：顧客満足度調査の分析方法｜相関係数によるCSポートフォリ

オ分析・NPS®相関分析 | Ninout（ナインアウト）

相関係数の平均

満足度の平均

相関係数0.4右上

右下

左上

左下

https://www.ninout.ai/blog/posts/cssurvey_20220413/
https://www.ninout.ai/blog/posts/cssurvey_20220413/
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補足3：施策立案のための分析ステップ
ダッシュボードを活用した比較・相関分析により、施策の対象や重点領域の方向性を導き出すことが期待できる。

比較（凸凹）分析からスタートし、施策を検討するパターン

施策のターゲットとなる対象を特定し、属性で絞り込み

属性を絞り込んだ対象（Aデータ）について、
①その全回答平均②他に属性を絞り込んだ対象（Bデータ）

との傾向を比較

凸凹の有無

全回答平均と乖離が見
られる要因や、属性に
より異なる傾向が見ら
れる要因について、
仮説を元に施策を検討

凸凹あり凸凹なし

「どこ」に焦点を当てるかの分析
優先的に取り組む領域の把握が可能

相関分析からスタートし、施策を検討するパターン

担当する施策に関連する設問を特定

特定した設問と指標設問との相関を、散布図で確認

相関の有無

属性の絞り込みの可否

他の分析手法を検討

相関が高く、満足度が
低い項目に着目
→その要因について
仮説を元に施策を検討

相関なし 相関あり

絞込み不可
絞込み可

「なぜ」に迫る分析
影響の大きい要素の把握が可能

属性の絞り込みの可否

他の分析手法を検討

絞込み不可

絞込み可
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3. 参考

• 子どものウェルビーイング調査 参照：富山県子どものウェルビーイング調査について

   富山県ウェルビーイング県民意識調査について

• ウェルビーイング指標の策定（参照：富山県ウェルビーイング指標の策定について）

https://www.pref.toyama.jp/101741/kodomowellbeing.html
https://www.pref.toyama.jp/101741/wellbeing_chosa.html
https://www.pref.toyama.jp/documents/30839/toyama-wellbeing-indicator.pdf


令和6年度

子どものウェルビーイング調査結果
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調査内容

１. 「富山県ウェルビーイング指標」と同様の設問

３. 基本属性

２. その他、子どものウェルビーイングに関連した設問

・理想の生活に対する自己評価（現在、未来）
・生活の調和とバランス
・心や身体の状態、生きがいなどへの自分自身の意識
・家族、友人、学校、地域、富山県との関係に対する意識・実感

・文化・スポーツ、学習意欲、居場所、社会意識 など

・学年、性別 など

「ウェルビーイング県民意識調査」を基に、子ども向けに設問等を簡素化



【現在】ウェルビーイング

総合”わたし”実感

【未来】ウェルビーイング

”未来のわたし”期待感

“つながり”指標

家 族友 人

地 域 職場・学校等

富山県

（１） 心身の健康 実感

（２）経済的なゆとり 実感

（３）安心・心の余裕 実感

（４）自分らしさ 実感

（５）自分時間の充実 実感

（６）生きがい・希望 実感

（７）思いやり 実感

1０指標・・・総合２指標、分野別７指標、つながり指標

つながり指標 総合指標 分野別指標

【過去】ウェルビーイング

”わたし振り返り”実感

（１）総合実感

（２）生活の調和とバランス実感

“な

な

い

ろ
”
指

標
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ウェルビーイング指標の策定

・総合実感は、最も理想的な状態を10、最悪
な状態を0とした「10」～「0｣の11段階評価
・それ以外はすべて、4：はい、3:どちらかと
いえばはい、2:どちらかといえばいいえ、1:
いいえの4段階評価
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